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脱炭素社会の未来を拓く北海道・札幌宣言(2023年4月15日)



１．「Team Sapporo-Hokkaido」の設立趣旨
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北海道の有する国内随一の再生可能エネルギーのポテンシャルを最大限に活用し、
世界中からＧＸに関する情報・人材・資金が北海道・札幌に集積する、アジア・世界
の「金融センター」としての実現に向け、この度、産学官金のコンソーシアム
「Team Sapporo-Hokkaido」を設立します。
「Team Sapporo-Hokkaido」は、今後10 年間で 150 兆円超ともいわれるＧＸの

官民投資、それに呼応した世界中からの投資を北海道・札幌に呼び込むため、様々な
取組を進めます。
具体的には、GX金融情報等の集約･共有手法の構築、北海道の価値向上に資する再

エネの供給促進や需要転換、事業の成長度に応じたファンドやファイナンス等の整備、
環境投資を加速させる規制緩和等の検討、国内外で活躍する環境金融人材の育成、世
界の投資を呼び込む効果的な情報発信・国際的な知見の獲得などに取り組みます。
コンソーシアムの構成員である札幌市・北海道、金融庁・経産省・環境省などの省

庁、地元金融機関・メガバンク・政府系金融機関などの金融機関、大学、道内経済界、
エネルギー関連事業者等が一体となって取組を進めていきます。

はじめに～札幌・北海道のGXをめぐる動き

～GX投資に関するアジア・世界の金融センターの実現～

「Team Sapporo-Hokkaido」の設立について

はじめに



Team Sapporo-Hokkaidoの設立について（案）

北海道札幌市 道経連

財務局
経産省 経産局 環境省

金融庁

環境事務所

北洋銀

政投銀北海道
大学

札証JICN 北電

道商連

ほくほく
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ワーキンググループ（WG）：
個別テーマを実務レベルでスピード感を持ち、議論

幹事会：月１回程度開催。情報・課題の共有を図り
ながら取組の方向性を確認し、具体の取組を進める。

関係者間
の連携

情報の
集約

投資喚起の
戦略・発信

１．「Team Sapporo-Hokkaido」の組織構成

【構成機関】

共同事務局：札幌市・北海道・北洋銀行・ほくほくフィナンシャルグループ
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北ガス



２．「Team Sapporo-Hokkaido」の主な取組
【ワーキンググループ】
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グループ名 ／ 取組事項 グループ長 メンバー（想定）

①情報プラットフォームWG
・GX金融情報等の電子的な集約･共有・発信手法
の構築

財務局 金融庁、経産省、JICN、経産局、MUFG

など

②再エネ供給・需要WG
・再エネ供給拡大にあたっての課題共有及び解決
に向けた対策、北海道の価値向上に資する事業
投資の促進
・再エネの供給・需要の好循環を生み出すモデル
事業の展開

経産局
北海道

経産省、環境省、JICN、環境事務所、MUFG、みずほ
銀行、政投銀

など

③ファンド・ファイナンスWG
・成長ステージに応じたファンド、ファイナン
ススキーム等の整備

・今後取引の本格化が期待されるカーボンクレ
ジット市場等の活性化

ほくほくFG 金融庁、経産省、JICN、財務局、経産局、環境事務所、
みずほ銀行、SMBC

など

④特区WG
北海道の特性を踏まえた、環境投資を加速させ
る規制緩和や税制優遇等の検討

北洋銀行 経産省、環境省、経産局、環境事務所、みずほ銀行

など

⑤人材育成WG
・国内外で活躍する環境金融人材の育成

環境事務所
札幌市

金融庁、環境省、財務局、JICN、SMBC

など

⑥情報発信・国際協力WG
・世界の投資を呼び込む効果的な情報発信
・GXに関する国際的な知見・協力の獲得

経産局
北海道

金融庁、経産省、環境省、財務局、環境事務所、
MUFG など

※現段階の想定であり、今後、協議・調整のうえ確定していきます。



３．「Team Sapporo-Hokkaido」の取組工程表

【ワーキンググループ】

【幹事会】
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※現段階の想定であり、今後、協議・調整のうえ確定していきます。
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項 目 ｸﾞﾙｰﾌﾟ長 2023 2024 2025～

①情報プラットフォームWG 財務局

②再エネ供給・需要WG 経産局
北海道

③ファンド・ファイナンスWG ほくほくFG

④特区WG 北洋銀行

⓹人材育成WG 環境事務所
札幌市

⑥情報発信・国際協力WG 経産局
北海道

（参考）

システムの
手法検討

システム構築
運用開始

課題把握

課題やニーズ
収集

取組検討

省庁等調整
特区申請

ファンド検討 組成

洋上風力
有望区域

モデル事業検討 モデル事業着手

○
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と
し
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の
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的
認
知
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な
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ｘ
投
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積

○
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境
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融
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輩
出
・
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積

○
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
即
し
た
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
支
援

洋上風力
促進区域

多様なファイナンススキームの構築

事業展開

全国で今後 10 年間で 150 兆円超の官民投資

国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
機
能
の
本
格
的
始
動

課題対応

洋上風力
事業者選定・整備

項 目 2023 2024 2025～
月１回程度定期的に開催。 情報・課題の共有を図りながら取組の方向性を確認し、具体の取組を進める。

ｽｷｰﾑ検討 講座実施
情報発信

※現段階の想定であり、今後、協議・調整のうえ確定していきます。



Team Sapporo-Hokkaidoの設立について（案）

「Team Sapporo-Hokkaido」事務所【R5.6.23新設】
■機能

○事務局
「Team Sapporo-Hokkaido」の事務局及び関係機関等との連絡調整など。
○情報収集
GX投資に関する様々な情報の収集。

○総合相談窓口
北海道、札幌市での事業展開や投資を検討しているGX関連事業者や金融
関連事業者等のサポート。
○世界への情報発信・広報
北海道におけるGXに関する取組や動き等をアジアや世界に発信。

■所在地等
札幌市中央区北１条西２丁目札幌市役所９階 担当：吉田、曽我、山田(常駐)
電話：011ｰ211－2725 e-mail：pjgx@city.sapporo.jp

４．「Team Sapporo-Hokkaido」の事務所機能

「Team Sapporo-Hokkaido」の事務所
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